2/14（金）19:00開演　大ホール　全席指定　京響マーク

京都市交響楽団 第642回定期演奏会

アジアの俊英リオ・クオクマン再び！
ハノーファー国際コンクールの覇者コヌノヴァの「スペイン交響曲」
	
2018年「第624回定期」で初登場、聴衆＆楽員から大絶賛された逸材リオが再登場！今回はプロコフィエフの交響曲第5番で流麗なタクトを披露します。1988年モルドヴァ生まれ、2012年ハノーファー国際コンクール第1位、2015年チャイコフスキー国際コンクール第3位に輝いたコヌノヴァのラロは名演の予感！

※本公演に出演を予定しておりましたスヴェトリン・ルセフは都合により出演不可能となり、ヴァイオリン独奏をアレクサンドラ・コヌノヴァに変更いたします。どうぞご了承ください。　←小さく入れてください


［指揮］リオ・クオクマン
［ヴァイオリン］アレクサンドラ・コヌノヴァ

ラロ：スペイン交響曲ニ短調op.21
プロコフィエフ：交響曲第5番変ロ長調op.100

写真2点
リオ・クオクマン　©Alexander Ivanov
アレクサンドラ・コヌノヴァ　クレジット無し

開演前(18:30ごろ～　)指揮者による「プレトーク」(ステージ上)開催　

S 5,000円  A 4,500円  B 3,500円  P 2,000円
協賛：ローム株式会社　　　協力：株式会社ドルチェ楽器　　後援：㈱エフエム京都

